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（１）サービスプラグ取り外し手順

①サービスプラグ取り外し前の準備

◎ ダイアグコードが消去されるので、必要に応じて事前
にダイアグコードを確認する（25P参照）。
◎ IGキーを抜き取る。

②内装部品取り外し（助手席後方廻り）

１．コンソールリヤエンドパネルNo. ２取り外し
① 図の位置にルーフモールディングリムーバーを差し込
み、車両内側へ押し、コンソールリヤエンドパネル
No.２を車両後方に引き、ツメおよびクリップのかん
合を外す。
② アースワイヤのコネクタを切り離し、コンソールリヤ
エンドパネルNo.２を取り外す。

ルーフモールディング
リムーバー

：ツメ位置 ：クリップ位置

２．フロントシートレッグカバー取り外し
《運転席パワーシート付き車》
① ツメのかん合およびクリップのかん合３箇所を外し、
フロントシートレッグカバーNo.２を取り外す。

：ツメ位置

：クリップ位置

② ツメのかん合およびクリップのかん合３箇所を外し、
フロントシートレッグカバーLH（助手席側）を取り
外す。

：ツメ位置

：クリップ位置

《運転席マニュアルシート車》
◎ 前記②「フロントシートレッグカバーLH（助手席
側）取り外し」の作業を行う。

③補機バッテリマイナスターミナル切り離し

④サービスプラグ取り外し

㊟絶縁手袋を着用して作業する。
◎ グリップを引き起こしサービスプラグを引き抜く。

⑤サービスプラグ取り外し後の注意

◎ 取り外したサービスプラグは、作業中に他のエンジニ
アが誤って接続することがないように、ポケットに入
れて携帯する。
◎ サービスプラグのソケット部（差し込み部）にガム
テープなどを貼り絶縁する。
◎ サービスプラグを抜いてから５分経過するまで、高電
圧のコネクターや端子に触れない。

（２）サービスプラグ取り付け手順

①サービスプラグ取り付け前の準備

◎ サービスプラグを取り付ける前に部品や工具の置き忘
れ、高電圧端子の締め付けおよびコネクターの接続状
態などを再確認する。
◎ IGキーが抜かれ、補機バッテリのマイナスターミナル
が切り離されていることを確認する。

②サービスプラグ取り付け

㊟絶縁手袋を着用して作業する。
① サービスプラグを差し込む。
② グリップを90°倒し、ロックする。

１ ジャッキアップポイント

〈ジャッキ、リジッドラックおよびリフトの支持位置〉

リジッドラック支持位置前側切り欠きより

…ガレージジャッキ支持位置

…リジッドラック支持位置770ｍｍ

車両重心位置
（空車時）

２ サービスプラグ脱着

〈部品配置図〉

ハイブリッドバッテリ

補機バッテリ

インバータ

サービスプラグ
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４ ダイアグコードの確認

（１）表示、読み取り方法

①読み取り前の注意

◎ コードを読み取る前にIG ONにし、チェックエンジン
ウォーニングランプが点灯することを確認する。

チェックエンジン
ウォーニングランプ

② 表示、読み取り方法（チェックエンジンウォー
ニングランプによる読み取り）

①IG OFFにする。
② ダイアグノーシスチェックワイヤNo.2を使用して、
DLC3の13（TC）⇔４（CG）端子間を短絡する。
※ コネクターの接続位置を間違えると故障の原因となる
ため絶対に間違えない。

ＤＬＣ３

16 15 14 13 12 11 10 ９

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

ＴＣ

ＣＧ

③ IG ONにして、チェックエンジンウォーニングランプ
の点滅回数を読み取る。

（コード21および31を出力する場合）異常時

点灯

消灯
ＴＣ端子短絡

4.5秒 1.04秒 2.5秒 4.5秒

0.52秒 1.5秒
以降繰り返す

点灯

消灯
ＴＣ端子短絡

0.52秒

0.26秒

正常時

④ ダイアグノーシスチェックワイヤNo.2を取り外す。

③参考

◎ コードを表示しない（ランプが点滅しない）場合は、
TC端子系の断線またはコンピュータ不良が考えられ
る。

◎ チェックエンジンウォーニングランプが常時点灯して
いる場合は、ワイヤハーネスのショート（かみ込みな
ど）またはコンピュータ不良が考えられる。
◎ 意味のないコードを表示する場合は、エンジンコント
ロールコンピュータ不良が考えられる。
◎ 1000r/min以上でチェックエンジンウォーニングラ
ンプが点灯し、コードを出力しない場合は、一度IG 
OFFにした後、再点検する。

（２）消去方法

◎ EFIヒューズを外し、15秒以上経過後ヒューズを取り
付ける。

エンジンルームジャンクションブロックＡＳＳＹ

ＥＦＩヒューズ

５ 整備モード

（１）整備モードの主な使用目的

〈4WD整備モード〉

主
な
使
用
目
的

    ■   点火時期点検などのエンジン調整
    ■   排出ガス試験（アイドリング）
    ■   制動力試験
    ■   前照灯試験　など

制
御
内
容

    ■    シフト位置 P、Nレンジ時のエンジン強制アイ
ドリング

〈2WD整備モード〉

主
な
使
用
目
的

    ■    速度計試験
    ■   ２輪シャシダイナモメータでの試験
　など

制
御
内
容

    ■    シフト位置 P、Nレンジ時のエンジン強制アイ
ドリング

    ■    リヤモータ駆動配分比「０」制御
    ■    シフト位置D、Bレンジのリヤモータ制御シャ
ットダウン

    ■   トラクションコントロール装置の作動解除

③補機バッテリマイナスターミナル接続

④内装部品取り付け

１．フロントシートレッグカバー取り付け
２．コンソールリヤエンドパネルNo. ２取り付け
※取り外し手順参照。

⑤システム初期化

◎ 補機バッテリ取り外し後の初期化を行う（26P 参照）。

３ ゼロボルト確認（インバータ側）

①確認前の準備

㊟サービスプラグ取り外しが必要。
◎ 取り外したサービスプラグは、作業中に他のエンジニ
アが誤って接続することがないように、ポケットに入
れて携帯する。
◎ サービスプラグのソケット部（差し込み部）にガム
テープなどを貼り絶縁する。
◎ サービスプラグを抜いてから５分経過するまで、高電
圧のコネクターや端子に触れない。

②カバー等の取り外し

㊟絶縁手袋を着用して作業する。
① インバータカバーの前部を上側に持ち上げてクリップ
のかん合を外し、前方へスライドさせて後部のかん合
を外しインバータカバーを取り外す。

インバータカバー

前方

② サーキットブレーカセンサNo.１用のコネクターを切
り離す。

③ トルクスソケットレンチ（T40）を使用してボルト
（T＝24N･m｛ 245kgf･cm ｝）各２本を外し、コネ
クターアウタハウジングを取り外す。

③ゼロボルト確認作業

㊟絶縁手袋を着用して作業する。
◎ サーキットテスタを使用して、三相の各端子間［U⇔
V、V⇔W、U⇔W］および各端子とボデーアース間
の電圧を点検する（測定レンジはDC400V以上）。

■   基準値：０V

※カバー等の取り付けは、取り外し手順を参照。


